
ジ
ャ

，
イ
は
裁
培
飩
膵
徊

【爾
］
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
晶
種
と
き露種

嬢隧
攣
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
原
産
地
は
中
央
ア
ン

デ
ス
文
化
圏

（チ
リ
）
の
三
千
ｍ
以
上
の

山
岳
地
域
で
す
。
原
種
の
三
倍
体
の
ほ
か

三
、
四
、
五
倍
体
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
倍

数
性
は
高
次
に
な
る
ほ
ど
植
物
体
は
大
型

化
し
ま
す
。

栽
培
さ
れ
て
い
る
大
方
の
品
種

（男
爵

な
ど
）
は
四
倍
体
で
す
。
原
種
か
ら
改
良

さ
れ
た

「イ
ン
カ
の
ひ
と
み
」
は
三
倍
体

で
す
。
「
ア
ン
デ
ス
レ
ツ
ド
」
は
四
倍
体

に
三
倍
体
を
交
雑
し
て
得
ら
れ
た
三
倍
体

の

一
代
雑
種
で
す
。

Ｍ

生
育
特
性

鞭冬
攣
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み

ま
す
。
生
育
適
温
は
十
五
～
二
十
℃
で
、

イ
モ
形
成
に
は
昼
間
二
十
℃
で
、
夜
間
十

四
℃
付
近
が
適
温
で
す
。

地
下
の
茎
か
ら
ほ
ふ
く
枝

（
ス
ト
ロ

ン
）
を
出
し
、
そ
の
先
端
の
肥
大
し
た
も

の
が
イ
モ

（塊
茎
）
で
す
。
従

っ
て
、
イ

モ
は
茎
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
茎
に
葉

が

つ
い
て
い
る

（葉
序
二
／
五
）
よ
う
に

イ
モ
に
も
ら
せ
ん
状
に
目
が
配
列
さ
れ

（二
回
り
で
五
つ
の
目
）
、
そ
こ
か
ら
芽
を

生
じ
ま
す
。

休
眠
　
□田
種
固
有
の
体
眠
期
が
あ
り
ま
す
。

貯
蔵
向
け
に
は
休
眠
の
長
い
品
種
が
有
利

で
す
。

土
壌
条
件
　
土
壌
の
適
応
性
は
広
い
が
、
土

性
に
よ
っ
て
品
質
、
収
量
、
生
育
の
速
さ

が
異
な
り
ま
す
。
排
水
良
好
で
有
機
質
に

富
ん
だ
砂
壌
土
や
壌
土
が
最
適
で
す
。
土

壌
ｐ
Ｈ
は
五
・〇
～
六
。○
が
適
当
で
す
。

回
一
栽
培
管
理

瑕
一
浴
光
育
芽
　
一明
芽
を
促
す
た
め
、
切

断
前
の
種
イ
モ
に
充
分
光
を
当
て
な
が
ら
、

温
度
を
十
五
～
二
十
℃
に
上
げ
二
十
五
～

三
十
日
管
理
し
ま
す
。
途
中
、
数
回
イ
モ

の
位
置
を
変
え
ま
す
。
萌
芽
の
促
進
、
欠

株
防
止
、
初
期
生
育
の
均

一
化
や
安
定
収

量
が
得
ら
れ
ま
す
。
貯
蔵
性

（体
眠
性
）

の
長
い
シ
ン
シ
ア
な
ど
の
品
種
は
必
須
作

業
で
す
。

種
イ
モ
の
切
断
　
種
イ
モ
は
植
付
け
の
数

日
前
に
、　
一
片
が
四
十
～
六
十
ｇ
で
、
各

切
片
に
は
頂
部
の
芽
が
均
等
に
付
く
よ
う

に
縦
に
切
断
し
ま
す
。
日
陰
で
乾
か
し
、
切

り
□
が
コ
ル
グ
化
し
て
か
ら
使
用
し
ま
す
。

施
肥
　
三
要
素
の
成
分
量
は
２ｍ
当
た
り
窒

素
十
七
、
燐
酸
二
十
九
、
加
里
二
十
三
ｇ

が
目
安
で
す
。
窒
素
過
多
は
、
過
繁
茂
に

な
り
澱
粉
含
量
の
少
な
い
水
イ
モ
に
な
っ

た
り
、
大可
形
イ
モ

（二
次
成
長
）
や
疫
病

の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
生
育
期
間
が
短

い
の
で
、
速
効
性
主
体
の
施
肥
体
系
と
し

ま
す
。

植
付
け
　
遅
霜
の
心
配
の
な
い
早
い
時
期

に
植
え
付
け
ま
す
。
畦
幅
八
十
ｃｍ
×
株
間

二
十
七
ｃｍ
と
し
、
覆
土
は
マ
ル
チ
栽
培
で

十
Ｃｍ
、
並
日
通
栽
培
で
三
Ｃｍ
に
し
ま
す
。

芽
か
き
　

一
株
に
二
～
三
本
立
て
ま
す
。

一
本
だ
と
イ
モ
の
大
き
さ
が
バ
ラ
つ
き
ま

す
。
三
本
だ
と
Ｌ

。
Ｍ
に
粒
が
揃
い
ま
す
。

追
肥

・
培
土
　
芽
か
き
後
、
速
効
性
の
Ｎ

Ｋ
を
追
肥
す
る
と
同
時
に

一
回
日
の
土
寄

せ
を
し
ま
す
。
二
回
目
は
着
雷
期
で
畦
間

の
土
を
約
十
二
ｃｍ
株
元
に
培
土
し
ま
す
。

イ
モ
の
緑
化
、
倒
伏
防
止
や
イ
モ
周
辺
の

適
温
を
維
持
し
ま
す
。

収
穫

・
貯
蔵
　
黄
変
期
に
茎
葉
の
刈
払
い

を
行
い
、
イ
モ
表
皮
の
コ
ル
ク
化
を
促
し

ま
す
。　
一
週
間
後
の
晴
天
が
続
い
た
日
に

掘
採
り
ま
す
。
収
穫
し
た
イ
モ
は
、
緑
化

防
止
の
た
め
日
陰
に
置
い
て
、
乾
燥
し
た

ら
箱
詰
め
し
ま
す
。

口

病
害
対
策

ド
一
そ
う
か
病
　
イ
モ
表
皮
が
カ
サ
ブ
タ

状
に
な
る
細
菌
病
で
す
。
ア
ル
カ
リ
性
土

壌
や
乾
燥
条
件
が
発
病
を
助
長
し
ま
す
。

土
壌
ｐ
Ｈ
を
矯
正
し
、
健
全
種
イ
モ
の
使

用
、
種
子
消
毒
や
輪
作
を
励
行
し
ま
す
。

疫
病
　
下
葉
か
ら
暗
緑
～
褐
色
の
病
斑
を

形
成
し
、
病
勢
が
激
し
い
と
熱
湯
を
浴
び

た
様
に
な
り
枯
死
す
る
か
び
病
で
す
。
窒

素
過
多
、
密
植
を
避
け
る
と
と
も
に
、
着

一雷

。
開
花

・
終
花
期
の

一
週
間
お
き
の
予

防
防
除
を
徹
底
し
ま
す
。

Ｍ
舞
春
作
　
ソ
メ
イ
∃
シ
ノ
が
咲
く
こ
ろ

に
出
芽
す
る
よ
う
に
植
え
付
け
ま
す
。

秋
作
　
休
眠
の
浅
い
（貯
蔵
性
の
短
い
）品

種
を
選
び
ま
す
。

■
Ｊ
′

Ｌ
ｒ
■

ン

ジャガイモ品種の特性

Xン ,バンポテト(キ リン系)が 2001年にフラノスの馬鈴薯育種会社を買収し.多 くの優良ち1種を取得。

品種名 特  性 貯蔵性 肉色 者崩れ 肉質 その他

男爵

メーフイン

キタアカリ

アンデスレッド
ホッカイコガネ
シェリー｀

十勝 こがね

デジマ
ニイユタカ

球状で芽が深い.粉ふきいも

楕円形で者崩れ少ない

別名 「黄金男爵」.ビタミンC
皮色は赤.円 0け■、カロチン多

別名 「ゴールデンメーク」、警素褐変少

フランス種で惰円形.者物、フライ

貯蔵性は男爵よ |り 55∃長い

ま面滑らかで大きなイモになる

春作、秋作とも多収.表皮なめらか

早期肥大性、最地 2オ IF、 内じゃが

やや長

やや短

やや短

短

長

極長

極長

極長

短

短

自

白

黄

淡黄

淡黄

自黄

淡黄

やや多

少

多

やや多

極少

極少

やや少

極少

極少

極少

粉

粘

粉

粉

やや粘

粘

やや粉

粘

やや粘

粘

コロッケ

カレー

サラダ

春・秋作

フライ加工

調理適性

良食味

浴光育芽

春・秋作

春・秋作

10 11 12
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
病
虫
害

回

「疫
病
」
と
は
？

憑
一
診
断
　
疫
病
は
最
も
発
生
が
多
く
怖

い
病
気
で
す

・。
葉
で
は
暗
緑
～
暗
褐
色
の

大
型
病
斑
が
で
き
、
葉
裏
に
霜
の
よ
う
な

白
い
カ
ビ
が
生
え
ま
す
。
病
勢
が
激
し
い

と
き
は

一
晩
で
葉
が
熱
湯
を
浴
び
た
よ
う

に
腐
敗
し
ま
す
。
特
に
雨
が
続
く
と
飛
散

し
た
胞
子
で
、
畑
全
体
に
広
が
り
ま
す
。

収
穫
し
た
イ
モ
も
貯
蔵
中
に
腐
敗
が
進
み

ま
す
。

生
態
　
病
原
菌
は
カ
ビ

（糸
状
菌
）
の
伸

間
の
卵
菌
類
に
属
し
、
土
壌
中
の
被
害
組

織
に
菌
糸
の
形
で
越
冬
し
ま
す
。
気
温
の

上
昇
に
合
わ
せ
て
レ
モ
ン
状
の
遊
走
子
の

う
を
形
成
し
ま
す
。
平
均
気
温
が
二
十
℃

前
後
の
曇
雨
天
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
袋

か
ら
鞭
毛
を
持

っ
た
大
量
の
遊
走
子
を
放

出
し
ま
す
。
こ
の
遊
走
子
は
水
中
を
泳
ぎ
、

葉
や
茎
に
付
着
し
、

発
芽
し
た
菌
糸
が

組
織
に
蔓
延
し
て
、

軟
化

。
腐
敗
し
ま

す
。

の菌

う

原

ケ

病
承

ｊ

走

病

ｂ

疫

―

防
除
　
こ
の
よ
う
な
発
病
生
態
か
ら
、
ま

ず
①
圃
場
排
水
が
良
好
で
、
晴
天
日
に
収

穫
し
、
被
害
残
沿
の
処
分

（焼
却
や
埋
没
）

を
徹
底
し
ま
す
。
②
本
菌
は
同
じ
ナ
ス
科

や
ウ
リ
類
も
侵
す
た
め
、
そ
れ
以
外
の
野

菜
と
輪
作
を
組
み
ま
す
。
③
窒
素
過
多
は

発
病
を
助
長
す
る
た
め
、
適
肥
を
守
り
ま

す
。
④
薬
剤
防
除
は
、
予
防
や
早
期
防
除

を
中
心
に
七
日
お
き
に
着
一雷
期
、
開
花
期
、

終
花
期
の
定
期
散
布
を
し
ま
す
。
銅
水
和

剤
、
ラ
ン
マ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル
や

リ
ド
ミ
ル
Ｍ
Ｚ

水
和
剤
を
散
布

し
ま
す
。

の
胡一麻

一

司

状
創
り

フヽ

一
ノ

を

サ

ｒ

力

【国
摯
「そ
う
か
病
」
と
は
？

困
一
診
断
　
本
病
は
イ
モ
の
表
面
に
大
型

不
整
形
の
病
斑
を
作
り
ま
す
。
病
斑
部
は

コ
ル
ク
化
し
、
中
央
部
が
陥
没
な
い
し
盛

り
上
が

っ
た
カ
サ
ブ
タ
状
を
呈
し
ま
す
。

イ
モ
の
内
部
ま
で
腐
敗
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
外
観
を
損
な
う
の
で
商
品
価

値
が
低
下
し
ま
す
。
地
上
部
の
発
育
は
正

常
で
す
。

生
態
　
病
原
菌
は
放
線
菌
で
土
壌
中
に
長

く
生
存
し
、
若
い
イ
モ
を
侵
し
ま
す
。
ア

ル
カ
リ
性
土
壌

（ｐ
Ｈ
六
・五
以
上
）
や

乾
燥
条
件
は
発
病
を
助
長
し
ま
す
。

防
除
　
①
健
全
無
病
の
種
イ
モ
を
使
用
し

ま
す
。
②
土
壌
ｐ
Ｈ
の
矯
正
と
酸
性
肥
料

を
使
用
し
ま
す
。
③
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
連
作

を
避
け
ま
す
。
④
薬
剤
防
除
は
、
国
種
イ

モ
消
毒
は
萌
芽
前
に
種
イ
モ
を
切
断
せ
ず

に
ア
タ
ツ
キ
ン

水
和
剤
な
ど
の

抗
生
物
質
で
侵

漬
処
理
し
ま
す
。

ｍ
土
壌
消
毒
は

グ
ロ
ル
ピ
グ
リ

の

‥斑

司

病

漸

た

ヵ

■

う

うヽ

そ

フ

犬

リ

糊
力

ン
剤
に
よ
る
土
壌
薫
蒸
や
フ
ロ
ン
サ
イ
ド

粉
剤
を
植
付
前

。
全
面
土
壌
混
和
し
ま
す
。

闘
】

「粉
状
そ
う
か
病
」
と
は
？

趙
一
診
断
　
本
病
と

「そ
う
か
病
」
の
違

い
は
カ
サ
ブ
タ
状
病
斑
が
小
型
で
円
形
を

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

生
態
　
病
原
菌
は
変
形
菌
に
属
し
、
ア
ブ

ラ
ナ
科
野
菜
の

「根
こ
ぶ
病
」
の
仲
間
で

す
。
こ
の
病
原
菌
は

「そ
う
か
病
」
の
放

線
菌
と
真
逆
で
、
放
線
菌
は
ア
ル
カ
リ
土

で
、
変
形
菌
は
酸
性
土
で
カ
サ
ブ
タ
イ
モ

が
多
発
し
ま
す
。

防
除
　
酸
性
土
で

「そ
う
か
病
」
は
沈
静
化

さ
れ
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
カ
サ
ブ
タ
イ
モ

が
多
い
場
合
は

「粉
状
そ
う
か
病
」
で
す
。

「根
こ
ぶ
病
」
に
使
う
フ
ロ
ン
サ
イ
ド
粉

剤
を
植
付
前

・
全
面
土
壌
混
和
し
ま
す
。

赳
暴
診
断
　
前
脚
は
節
々
が
太
く
頑
丈
に

発
達
し
、
モ
グ
ラ
の
前
足
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
脚
で
土
を
掻
き
分

け
て
土
中
を
進
み
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

深
く
え
ぐ
り
、
と
き
に
は
貫
通
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

生
態
　
水
分
の
多
い
柔
ら
か
い
泥
地
や
湿

地
に
営
巣
し
ま
す
。
成
虫
、
幼
虫

（仔
虫
）

と
も
に
雑
食
性
で
、
植
物
の
根
や
種
子
、

小
昆
虫
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
動
植
物
を
食
べ

ま
す
。

成
虫
の
体
長
は
三
ｃｍ
位
で
、
成
虫
で
越

冬
し
ま
す
。
三
月
下
旬
か
ら
種
イ
モ
を
食

害
し
ま
す
。
産
卵
盛
期
は
六
月
中
旬
で
、

雌

一
匹
あ
た
り
約
百
卵
を
産
卵
し
ま
す
。

卵
期
は
十
五
～
二
十
日
で
す
。
仔
虫
は
脱

皮
七
齢
を
経
て
成
虫
に
な
り

（五
十
～
七

十
日
要
す
る
）
、
そ
の
成
虫
寿
命
は
三
百

～
四
百
日
と
長
い
で
す
。
年

一
回
の
発
生

で
、
成
虫

・
仔
虫
に
よ
る
被
害
は
四
～
六

月
と
九
～
十
月
で
す
。

対
策
　
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
五
を
植
付
前

に
全
面
土
壌
混
和
し
ま
す
。
新
生
イ
モ
が

充
実
し
た
ら
早
々
に
収
穫
し
ま
す
。

参
考
資
料
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
障
害
イ
モ

回
【
「中
心
空
洞
」
と
は
？

懸
一
発
生
原
因
　
イ
モ
の
急
激
な
肥
大
に

も
関
わ
ら
ず
中
心
部
へ
の
炭
水
化
物
の
供

給
不
足
や
、
高
地
温
下
で
の
水
分
ス
ト
レ

ス
な
ど
で
発
生
し
ま
す
。
と
く
に
、
次
の

よ
う
な
条
件
が
複
合
す
る
と
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。
①
多
肥
、
疎
植
、
欠
株
や
株

間
の
不
揃
い
。
②
マ
ル
チ
栽
培
。
③
イ
モ

肥
大

・
充
実
期
に
地
温
が
上
が
り
過
ぎ
た

り
、
さ
ら
に

一
時
的
降
雨
が
加
わ
る
と
き
。

④
茎
数
不
足
や
ｐ
Ｈ
が
高
い
場
合
で
す
。

発
生
防
止
対
策
　
０
株
間
を
や
や
狭
く
し

て
、
大
イ
モ
生
産
を
し
な
い
。
０
多
肥

で
、
急
速
肥
大
さ
せ
な
い
。
０
大
き
く
な

り
や
す
い
品
種
で
は
、
地
力
に
合
わ
せ
、

茎
数
を
多
め
の
四
～
五
本
立
て
る
。
①
排

水
の
効
い
た
畑
で
栽
培
し
、
培
土

（土
寄

せ
）
を
充
分
に
行
う
。
０
適
期
に
植
付
け

し
、
遅
植
え

は
し
な
い
。

中心空洞

颯
罐
発
生
原
因
　
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
イ
モ

（塊
茎
）
は
茎
由
来
な
の
で
、
掘
採

っ
て

光
に
当
て
て
お
く
と
、
茎
と
同
じ
緑
色
に

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
パ

ッ
チ
状
に
緑
化

し
て
い
る
も
の
は
、
畑
で
の
培
土
が
悪
か

っ
た
た
め
発
生
し
た
も
の
で
す
。
イ
モ
表

面
に
緑
化
が
広
が

っ
て
い
る
の
は
、
貯
蔵

中
や
店
頭
で
、
光
に
当
た
る
時
間
に
比
例

し
て
葉
緑
素
が
増
加
し
た
も
の
で
す
。

発
生
防
止
対
策
　
イ
モ
に
光
を
当
て
な
い

よ
う
に
培
土
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
貯
蔵
か
ら
消
費
者
の
保
存
ま
で
、

散
乱
光
や
蛍
光
灯
な
ど

の
不
要
な
光
に
当
て
な

い
よ
う
、
暗
く
て
風
通

し
の
良
い
涼
し
い
場
所

に
保
存
し
ま
す
。

緑化 (右 )

回
】
「黒
色
心
腐
」
と
は
？

颯
０
発
生
原
因
　
栽
培
中
お
よ
び
貯
蔵
中

の
イ
モ
ヘ
の
酸
素
供
給
不
足
が
原
因
で
す
。

多
湿
な
土
壌
条
件
で
の
栽
培
や
※
黒
あ
ざ

病
に
罹
る
と
肥
大
期
の
イ
モ
ヘ
の
酸
素
供

給
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
ま
す
。

貯
蔵
中
は
換
気
を
怠
る
と
窒
息
状
態
に

し

な
り
ま
す
。
土
中
貯
蔵
に
は
換
気
筒
は
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
浴
光
育
芽
中
や
輸
送

中
に
二
十
五
℃
以
上

の
高
温
が
続
く
と
、

や
は
り
酸
欠
に
な
り
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
黒
あ
ざ
病

一
土
壌
病
原
菌
で
、
奇
形
や
小
型
の
イ

モ
が
数
珠
状
に
多
数
着
生
し
、
地
上
に
露
出
す
る
こ

と
が
多
い
。

発
生
防
止
対
策

［
マ
ル
チ
を
は
が
し
、

培
土
を
し
っ
か
り
行

う
。
０
収
穫
後
、
通

気
性
の
劣
る
シ
ー
ト

で
被
わ
な
い
。
０
換

気
と
黒
あ
ざ
病
の
抑

制
を
徹
底
す
る
。

鰊栃
黎
発
生
原
因
　
イ
モ
を
切
断
し
た
と
き
、

維
管
束
環
が
淡
～
濃
褐
色
に
変
色
し
、
調

理
後
に
目
立

っ
た
黒
変
に
な
り
ま
す
。
原

因
は
病
害
に
よ
る
も
の
と
生
理
障
害
の
二

種
類
あ
り
ま
す
。

病
害
に
よ
る
も
の
は
、
乾
腐
病
菌
も
し

く
は
半
身
萎
凋
病
菌
が
原
因
で
、
ス
ト
ロ

ン
基
部
か
ら
維
管
束
に
侵
入

・
増
殖
し
、

進
行
す
る
と
腐
敗
し
ま
す
。

生
理
障
害
に
よ
る
も
の
は
、
生
育
旺
盛

な
う
ち
に
除
草
剤
で
強
制
枯
凋
す
る
と
、

水
分
不
足
に
よ
る
シ
∃
ッ
ク
か
ら
維
管
束

内
の
導
管
が
枯
死
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
ま
す
。
北
海
道
な
ど
大
型
産
地
で
、
イ

モ
の
大
き
さ
を
揃
え
る
た
め
と
、
機
械
収 黒色心腐

穫
の
省
力
化
に
強
制
枯
死
さ
せ
て
い
ま
す
。

発
生
防
止
対
策

病
原
一国
が
原
因
の
場
合
、

乾
腐
病
は
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
、
半
身
萎
凋
病

は
バ
ー
テ
ィ
シ
リ
ウ
ム
菌
で
い
ず
れ
も
難

防
除
の
土
壌
伝
染
性
の

カ
ビ
で
す
。
連
作
は
し

ま
せ
ん
。
薬
剤
の
土
壌

消
毒
や
四
～
五
年
以
上

の
輪
作
を
行
い
ま
す
。

回

萌
芽
異
常

鞣薇
攀
発
生
原
因
　
未
発
酵
の
牛
フ
ン
堆
肥

を
大
量
投
与
し
た
た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
の

ガ
ス
障
害
に
よ
る
も
の
で
す
。
植
付
け
か

ら
四
十
日
以
上
た

っ
て
も
種
イ
モ
は
軟

化

（糖
化
）
せ
ず
石
イ
モ
の
よ
う
に
硬
い

で
す
。
萌
芽
し
て
い
る
が
伸
長
せ
ず
カ
ル

ス
状
に
叢
生
し
、
発
根
は
見
ら
れ
る
が
先

端
は
細
く
褐
変
し
て
い
ま
す
。
牛
フ
ン
堆

肥
を
施
与
し
な
い
畑
に
植
え
直
し
ま
し
た

が
、
石
イ
モ
の
ま
ま
で
地
上
部
の
生
育
も

極
小
さ
く
、
新
生
イ
モ
の
着
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

発
生
防
止
対
策
　
糞
尿
堆
肥
は
、
完
全
に

発
酵
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
畜
種
と

敷
料
に
も
よ
り
ま
す
が
、　
一
次
発
酵
し
た

ら
後
発
酵
に
少
な
く
と
も
半
年
以
上
必
要

で
す
。
植
付
け
前
に

ガ

ス
障
害
が
出
な
い

か
、
ダ
イ
コ
ン
の
発

芽
調
査
で
チ

ェ
ツ
ク

し
ま
し
よ
う
。

維管東褐変萌芽異常

園
芸
相
談

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

営
農
指
導
担
当

山

辺
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